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共同研究機関
（島根県中山間地域研究センター地域研究スタッフ）

　平成10年に中国5県の中山間地域対策担当課を構成員として、中国地方知事会に「中国地方中山間地域振興協議会」
が設置され、中山間地域振興策についての共同研究や振興のための共同事業を行ってきました。平成26年には中国地
方知事会の広域連携の取組の一つとして、部会に移行しました。
　島根県中山間地域研究センターは共同研究機関として位置付けられています。
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１．本研究の目的
　今日、中国地方中山間地域各地で、住民の暮らしを支える「小さな拠点（地域運営の仕組み）」づくりが進められるようにな
りつつあります。他方、これまでの共同研究でその有効性・必要性を明らかにしてきた、定住（人口）や地域経済循環の要素
を含め、小さな拠点の具体像や基本的に備えるべき機能については、明確にされていない状況にあります。
　以上を踏まえ、本研究では、事例調査等を通じ、現在の中国地方中山間地域の小さな拠点づくりの実態を整理するとともに、

「小さな拠点」の具体像と備えるべき基本機能、運営組織の具体的な形成ステップ、政策など有効な条件整備など、これからの
地元での暮らしを持続的に支える拠点（地域運営の仕組み）形成手法を開発することを目的としました。

共同研究の全体概要ダイジェスト

２．研究テーマ
　「中山間地域の定住と経済循環を支える拠点（地域運営の仕組み）の形成手法」

３．研究全体のフロー

４．調査地区の概要

人口、拠点、交通、資金
などのデータを分析

特徴や課題、組織の運営
やつながり状況を把握

取組状況から、研究の柱
を整理しつつ、「小さな
拠点」で課題解決の可能
性を提案

「小さな拠点」の役割や
目的を共有

「小さな拠点」の分野横
断の機能組み合わせを
議論

地域実態に応じた「小さ
な拠点」の形成ステップ
と持続手法を議論

①基本データの収集

調　　査 検討研究会

②ヒアリング調査の実施

③地区の特徴と課題を分析

①第１回検討研究会
・共通理解を深める

②第２回検討研究会
・基本機能の整理

③第３回検討研究会
・形成手法の整理

とりまとめ・政策提言

研究成果について、報告
会全体で議論

④座談会（中間報告会）で
地区住民と議論

④成果報告会
（パネルディスカッション）

検討整理

検討整理

都市近郊 農山村 漁村

大規模 ●日南 ▲美保関
（人口2,000人程度） ■神石 ■須佐

●逢坂
中規模 ▲狩留家 ■日光
（人口500～1,000人程度） ●出羽

■阿波
●川西
●俵山

小規模 ●大道理 ▲二川（益田）
（人口200人程度） ●入間

●梶並
■二川（真庭）
●川根

調査地区の分類 

赤字：重点モデル、橙字：重点調査、青字：事例調査地区 
▲：検討段階、■：構想段階、●：実現段階（選定した県の主観による分類） 
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５．検討研究会の概要

６．検討研究会のまとめ

　取組み地区の基本データの収集とヒアリングによる事例調査から、研究の柱である「小さな拠点」に必要な機能及び形成ステッ
プを中心に取りまとめを行うにあたり、その参考とするため、有識者や先行取組地区関係者を講師として招き、部会関係者に
よる検討研究会を３回開催しました。

　検討研究会での議論の成果を踏まえ、拠点成立の３つの要素である「組織」「人材」「資金」とそれを支える「行政支援のあ
り方」に着眼して整理しました。

テ ー マ 概　　要 講　　　師

第１回
4 月25日（月）

「小さな拠点」とは
～果たす役割と国
の施策

　「小さな拠点」に求められる
役割や形成の目的について、国
の考え方や施策の内容を共有
し、取組事例の視察を交えなが
ら、関係者で目線合わせを行い
ました。

・志知雄一氏（内閣府地方
創生推進事務局参事官）

【事例視察】
・入間交流センター（島根

県雲南市）
・川西自治連合会（広島県

三次市）
・青河自治振興会（広島県

三次市）

第２回
8 月 2 日（火）

「小さな拠点」に求
められる基本機能
の組合せを考える

　「小さな拠点」に必要な機能
は何か、農業、福祉、商業（小
売店舗）などの分野で組織や機
能の複合化（合わせ技）に取組
んでいる実践事例を学び、小さ
な拠点の機能の組合せのポイン
トなどについて議論を深めまし
た。

・山本友義氏（（株）未来
サポートさだ代表取締
役）

・飯塚康夫氏（ひえばらお
助けマン互助会運営委
員・民生委員）

・筒井良一郎氏（いしはら
の里協議会会長）

第３回
11月15日（火）

「小さな拠点」の形
成ステップのポイ
ント

　「小さな拠点」の形成ステッ
プと、立ち上げ後の持続可能な
仕組みにするためのポイントに
ついて、地域運営組織の運営に
取り組んでいる実践事例や行政
側の支援内容を学び、仕組みづ
くりのタイミング、運営のポイ
ント、支援のあり方について議
論を深めました。

・空岡則明氏（集落活動セ
ンター「四万川」代表）

・小田博之氏（LLP 口羽を
てごぉする会）

・西村新一氏（高知県梼原
町役場企画財政課長）

しっかりとした住民自治組織の運営が基本 

小さな拠点の運営のポイントは？ 

求められる人材は？ 

後継人材は、カリキュラムや機会を
確保し長い期間をかけて育成 

運営資金確保で重要なのは？ 

初動資金の提供 
アウトソーシング 

リーダーは、危
機感、使命感や
明確な将来像
を持っている 

調整役の人材
は、様々な場面
でその役割を
発揮している 

必要な人材の確保、初動資金確保
のため、一定期間の運営資金の調
達（支援）が重要。 

継続的な資金調達方法 

産品販売などに
よる収入創出 

行政からのアウ
トソーシング 

「小さな拠点」の形成は、住民主体 

支援内容 

人的支援 資金的支援 

住民の議論サポート 
後継人材の育成 

組織を束ねる 

資金を供給 

人材育成支援 

運営資金支援 
販売機会の提供 主体的運営の

支援 

「守りの活動」×「攻めの事業」で持続性確保 

守
り 

攻
め 

農
産
加
工 

福
祉 

文
化
伝
承 

etc 

採算が期待できない 高い採算性を期待 
特
産
品 

防
災 

etc 

小さな収益事
業の複数展開 

× 

地域に必要な活動を展開 

法人化を
念頭に 

行政の役割は？ 

小
売
店 

交
通 

業務委託 
活動費補助（初期） 
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１．「小さな拠点」とは～本質論

２．「小さな拠点」の配置論

●地域の課題と可能性に応じた定住と循環の砦
　「小さな拠点」では、それぞれの地域の課題と可能性に
応じて、次のような６つの機能を組み合わせ、定住と循環
を守り育てる地元の「砦」になることが期待されています。
①自治（コミュニティ）：地元の地域運営に住民を呼び込

むコミュニティの広場
②集約（ワンストップ）：縦割り・細切れの拠点とネットワー

クを複合化し、効率的にサービス提供
③調整（コーディネート）：自治、産業、資源・環境を横

断し全体最適を組織的に展開
④窓口（ゲートウェイ）：二次生活圏中心部や都市との連携・

共生を進める窓口
⑤循環（サイクル）：経済、エネルギー、廃棄物等の域内

循環を複合的に強化
⑥交通・交流（ネットワーク）：地域内外の人・モノ・情

報の交流を強化し、幅広くつないでいく

●公民館区や小学校区等の一次生活圏に配置
　「小さな拠点」は、基本的に、公民館
区や小学校区といった一次生活圏に形成
することが期待されています。何よりも
地元に根ざしたコミュニティ単位として
の取組みが求められます。そして、医療
や福祉、教育、商業、交通等の一次機能
を分野を横断して支え、人口定住の基本
的な取組み単位として機能します。さら
に、地域内の集落および地域外の都市拠
点とのネットワークをつないでいく結節
機能の役割が期待されています。
　平成 28 年 12 月にまとめられた内閣
府の「小さな拠点の形成に関する実態調
査」においても、形成されている「小さ
な拠点」の過半数は、現在または旧の小
学校区となっています。
　こうした「小さな拠点」の形成される
一次生活圏の人口規模は、中国地方にお
いては、概ね 300 人から 3,000 人程度
です。

現地調査や研究会に加えて、参考となる全国事例も踏まえ、中山間地域の定住と経済循環を支
える拠点として現在注目されている「小さな拠点」を軸として、共同研究全体のまとめをします。

共同研究のまとめ
見えてきた「小さな拠点」10 の形成軸

ダイジェスト

●国土形成計画と地方創生総合戦略に位置づけ
● 「集落移転」を進めるものではない
● 全国の 2 割の市町村で 1,260 か所が形成

●自治体全体の集落をバランス良くカバー
●一極集中ではなく、地域資源をつなぐ役割を
●島嶼部、半島部の津々浦々への対応を重視

②集約
ワンストップ

⑥交通・交流
ネットワーク

③調整
コーディネート

⑤循環
サイクル

①自治
コミュニティ

④窓口
ゲートウェイ

定
住
と
循
環
の
砦

集落単独では
定住を支える

基本機能や活動
が困難

合併市町村

旧市町村

昭和の旧村

大字 （藩政村）＊地方によっ
ては集落と重なる場合も

集落

（小字など）組

＜平成の大合併＞

＜昭和の大合併＞

＜明治の大合併＞

（公民館区
現・旧小学校区）

（中学校区など）

定住自立圏

●コミュニティ・
行政単位の比較

一
次
生
活
圏

二
次
生
活
圏

＊最も基礎的・
伝統的な
地域運営単位

70~80人（中四国）
200~400人
（東北・北海道）

300～3,000人

1,000～数万人

数万人～
20万人程度

平均的な
人口規模

人口定住の
基本的単位

①コミュニティの地元単位
②医療・福祉・教育・商業
・交通等の一次機能

各集落との
ネットワーク機能

都市拠点との
ネットワーク機能

結
節
機
能

「小さな拠点」
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３．「小さな拠点」に楽しく集う～文化論

４．「合わせ技」が成功の決め手～手法論

●まずは、楽しく集うことから～おいしい拠点
　「小さな拠点」の成功のカギは、まずは、地域内外の人々
が楽しく集う仕掛けです。
　用がないと行かない拠点では、盛り上がりません。用が無
くても、度々行きたくなる「小さな拠点」には、偶然の出会
いが生まれ、そこからまた新たな活動につながります。
　何と言っても、自然にみんなを呼び寄せるものは、おいし
い食べ物や飲み物です。今回の調査地区の中でも、素敵なカ
フェや食堂、レストランなどが出来ていました。

●地域での「合わせ技」の検討例
　長い間かけて、地域づくりや組織づくりを積み
重ねてきた広島県三次市川西地区では、地区での
取り組みの経験や丁寧な話し合いの積み上げを基
に、地域の特色や課題、可能性を踏まえて具体的
な「合わせ技」の検討を進めています。
　そして、誰もが展開の具体的なイメージをわか
りやすいように、楽しいイラストにしてまとめ、
議論を活性化させています。
　このようなその地域ならではの「合わせ技」の
検討と実現が、「小さな拠点」の形成においては、
極めて重要です。
　それぞれ単独の拠点や事業では、0.5、0.3、0.2
となってしまった需要や雇用を、つなぎ直して、
1.0 としていく地域ぐるみの連結の発想と手法
が、「小さな拠点」の勘所です。

●無理をしないで、気軽に集まる
●居心地のよいたまり場を創る

●縦割りで消える各分野の拠点
●「合わせ技」で雇用と定住を実現

＜岡山県美作市梶並地区の喫茶「ほおづき」＞

＜鳥取県大山町逢坂地区の「まぶカフェ」＞

＜島根県雲南市入間地区のレストラン＞
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５．地域ぐるみの仕組み～組織 ・人材論

６．域内ネットワークをつなぐ～交通論

●地域ぐるみの体制づくり
　「小さな拠点」の形成・運営を地域ぐるみで進
めるためには、次のような８つの組織・人材に関
わる仕組みづくりが連動して必要と思われます。
①活動エリアの設定：分野を横断した活動範囲を
地域・事業・行政で共同設定
②自治組織設立による地区全体の合意形成：地域
住民全体で物事を決める体制へ
③事業組織の地域貢献型経営選択：あくまで地域
全体の利益になる拠点経営へ
④自治組織の決定権と事業組織の機動性：民主性
と機動性の両立を図る
⑤地域マネージャーの育成・雇用：分野を横断し
た地域として全体最適を展開
⑥持続的な運営資金の確保：地域マネージャーの
安定雇用等に資金集約
⑦地域内外の事業組織との連携：相互補完・乗り
入れのウィンウィン関係へ
⑧行政からの条件整備：必要な支援、ルール設定
と分野横断に対応した規制緩和

●地域内の集落・世帯をどうつなぐ？
　地域内の世帯からのアクセスは、「小さな拠点」
の生命線です。具体的なデータを基に、世帯や集
落の取りこぼしがないような域内交通の仕組みを
考える必要があります。
　実際に、一軒一軒巡回した場合の所要時間や距
離を計算してみないと、地域全体でどのくらいの
車やドライバーが必要か、見えてきません。
　全国的にも先んじて「小さな拠点」（＝「郷の駅」）
整備をすすめている広島県三次市川西地区におい
て、2016 年 10 月 24 日、来年夏の開業を踏ま
え、「小さな拠点」と集落・世帯とのつなぎ方（交
通アクセス）を検討するワークショップを開催し
ました。
　まず、合計 45 集落・470 全世帯の巡回シミュ
レーションをしたところ、合計 101㎞・11 時間
２分かかることがわかりました。そこで、3 エリ
アに分けて１台ずつ車を配置した場合を想定し、
具体的に巡回する経路やダイヤを検討し、地区全
体で集約しました。

●分野・集落を超えて関係強化
●全体を見渡す地域マネージャーが重要

●域内交通の「縦割り」を解消する
●交通も「合わせ技」で解決を

今後の地域運営・「小さな拠点」形成を考える基本フレーム 

自治組織 
 

集
落 

集
落 

集
落 

集
落 

集
落 

集
落 

集
落 

事業組織 
 

団
体 
団
体 
団
体 
団
体 

会
社 

組
合 

会
社 

会
社 

例：●●地区 
振興協議会 

例：●●地区 
郷づくり会社 

①活動エリアの限定 
例：●●自治区 

市町村行政 
●●市町村 

国・県 

集
落 

⑧
規
制
緩
和 

地域外 
事業組織 

 

⑦地域内外の 
事業組織との 
連携・保護手法 

例：●●宅配便 
●●新聞、観光 

例：業務の地域限定 
委託など 

「小さな 
拠点」 

認証 

②地区全体の 
合意形成 

③経営原理＝ 
全体最適、ﾘｽｸ限定 

⑥持続的な運営
資金確保 

⑤分野横断型の自治・事
業マネージャー育成・雇用 

例：農事組合法人の多
角業務展開の容認 

④自治組織と事業組織の関係性～「小さな拠点」対応 

連動 

条件 

ステップ１

ステップ２

地域内の全世帯を地図
に入力

↓
全世帯巡回シミュレー
ションにより所要時間・
距離を算出

↓
３エリアに１台配置

３エリアごとに巡回の
経路とダイヤを検討

↓
地区全体で集約し、必
要な調整等を考える

スタート：川西コミュニティセンター

出典：地理院タイル
（http://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）
地理院タイル（写真タイル）を加工して作成
デ ー タ ソ ー ス：Landsat8 画 像（GSI，TSIC，GEO 
Grid/AIST）， Landsat8 画 像（courtesy of the U.S. 
Geological Survey）， 海底地形（GEBCO）
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年目 年目 年目 年目 年目 年目 年目 年目 年目 年目

①やる気・危機感が
醸成できている □

②人口予測で定住目標
等を住民で共有 □

③地元学等で地元の魅
力・底力を共有 □

④話し合いや検討を進
める組織・土台あり □

⑤他地区の先進事例等
の視察をしている □

⑥地域ぐるみ自治組織
が設立されている □

⑦「小さな拠点」の具体
的検討組織あり □

⑨運営主体となる地域
事業組織あり □

⑩運営の中心となる人
材が確保済み □

⑧場所等を含めた具体
的な構想づくり □

地元の取り組み

行政の取り組み

今年度

①

②

③

今年度

①

②

③

来年度

①

②

③

来年度

①

②

③

中長期
①

②

③

中長期

①

②

③

ステップアップ上の課題（地元）

ステップアップ上の課題（行政）

現時点
到達点

７．「小さな拠点」を支えるお金～経済論

●地産地消で所得を取り戻す
　このような食料や燃料の購入代金の流出額は、人口 1,000 人の村で計算すると、２億円以上に上ります。「小さな拠点」が
食料やエネルギーの循環拠点となることで、大きな所得取り戻しの可能性が見えてきます。「小さな拠点」周辺の施設と共同化
すれば、地域ぐるみの熱電供給システムも有望となってきます。

●９割流出の食料費・燃料費
●重要な介護費用の低減
　（1,000 人の村で総額２億円）

1,000 人の村で考えると！

大きな取り戻しの可能性！

＊電気だけでなく、同時に周辺の施設に熱供給する仕組み

＜島根県益田市二川地区あったか市＞ ＜岡山県津山市阿波地区
「木の駅」プロジェクト＞

＜宮城県気仙沼市　森林バイオマスによる
コジェネレーション * 施設＞

部門 支出額 流出額

食料 ２億２千万円 ２億円

燃料 1,800 万円 1,500 万円

8．「小さな拠点」のステップ～形成論 ●次世代定住等の目的を共有
●住民の手づくりで地道に検討

＜日本初の「小さな拠点」レゴ
ブロック・ワークショップ事例
～益田市二条地区＞

広島大学国際協力研究科・中山間地
域研究センター・一般社団法人「小
さな拠点ネットワーク研究所」コラ
ボ企画

●作るよりも続けることが難しい
　「小さな拠点」は、作るよりもその後安定して続けていくことの方が難しいと言えます。今までの取組みを振り返り、現時点
での到達点を確認した上で、今年、ここ３年から５年、向こう 10 年といった段階的な形成ステップを展望して、組織・人材・
資金等の各ポイントを踏まえた検討を進めていきましょう。
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10．求められる条件整備～制度論 ●縦割り・大規模志向を改善
●お互いの学び合いで進化

●「小さな拠点」同士の連携体制
　「小さな拠点」に決まったお手本はありません。
　それぞれの地域で主体的に地域の特性や可能性そして課題に対応した仕組みづくりを進めていくしかないのです。そして、
自分たちと同じような地域の取組みに学ぶことのできる、地域相互の学び合いのネットワーク化を進めていくことが必要です。
　行政側が、それぞれの市町村、県、地方ブロック等で、「小さな拠点」のいわば「リーグ戦」が展開されるような人的支援や
プラットフォームづくりが求められます。

＜高知県の取り組み＞
　高知県では、高知県版「小さな拠点」とし
ての「集落活動センター」が平成 24 年度か
らの５年間で、30 か所まで形成されていま
す。住民を主役とした地域発の分野横断型の
仕組みづくりとして進められており、64 名
の県職員（正職員）が、地域支援企画員とし
て最前線の市町村役場等に駐在し、地道な支
援を続けています。
　平成 28 年度からは、30 の「集落活動セ
ンター」を横につないで、「高知県集落活動
センター連絡協議会」が立ち上がり、情報・
課題・解決策の共有化や共同研修、共同販売
など、お互いのつながりを高め、活かす連携
活動を展開しています。

東洋町 

室戸市 

北川村 

奈半利町 

田野町 

安田町 

馬路村 
安芸市 

芸西村 

香南市 

香美市 
南国市 

高知市 

大豊町 
本山町 

土佐町 

大川村 

いの町 

仁淀川町 

越知町 

日高村 

佐川町 

土佐市 

須崎市 

中土佐町 

津野町 梼原町 

四万十町 

四万十市 
黒潮町 

大月町 

土佐清水市 

三原村 

宿毛市 

0

20

40

60

80

100

120

140

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H24 H25 H26 H27 H28 H31 H33

集落活動センター開所実績と今後の予測 

開所市町村 センター数  

集落活動センター 開所地区及び計画                      

これまで 

22市町村 
 30カ所  

〇集落活動センターの立ち上げ  
  計画（H24～H33） 
  【１０年間】 １３０カ所目標 

8市町村 
＋α 

平成31年度には、県と市町村の連携のもと、 
７１箇所程度の集落活動センターが開設 

（全市町村が総合戦略に位置づけ） 
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16 
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22 
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平成24年度から、中山間
対策を抜本強化。集落活動
センターを核とした集落の維
持・再生の取り組みを開始 

集落連携 

拠
点
づ
く
り 

集
落 

集
落 

集
落 

集
落 集落活動センター 

拠点 
集
落 

小さな拠点 

42 
高知県 ３４市町村 

梼原町 
資料 

9. 都市＆環境との共生拠点へ～発展論

●「小さな拠点」をつなぐハブ拠点
　実は、「小さな拠点」だけを周辺の中山間地域に形
成するだけでは、不十分です。買い物や通院、通学
にしても、地方都市圏の中心へのアクセスが必要で
す。また、中山間地域の集落で作られた農産物等も、
地方都市や大都市に出荷できる流通システムが望ま
れます。ですから、「小さな拠点」をつなぐ広域的な
ハブ機能が地方都市圏の中心部に必要となってくる
のです。域外からの大規模なフローは、ここで荷解
きされ、旅客・貨物そして分野・品目を横断した「呉
越同舟」方式の複合輸送として、「小さな拠点」そし
て集落・世帯へと流れていきます。

●都市にも必要な「小さな拠点」
●循環型社会の基本インフラへ

●域外循環 
大量専門輸送 

専門性 
【規模の経済】 

  地方都市・広域拠点 
《＝広域ハブ》 

  小さな拠点 
《＝地元ハブ》 

二次循環圏の広域ハブで「荷解き」 
＝「規模の経済」⇔「範囲の経済」への結節拠点 

一次域内 
循環の強化 

二次域内 
循環の強化 

●域内循環 
複合輸送 
（少量多品種） 

「小さな拠点」を経由し、
各集落・世帯とつなぐ 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
最
適
輸
送 

集落 
世帯 

★地方都市圏全体における次世代の拠点・ネットワーク構造 
＝「世帯・集落」⇔「小さな拠点」⇔「広域ハブ拠点」の交通・エネルギーの多層循環圏 

＜地方都市圏における「小さな拠点」と「広域ハブ拠点」の連動＞

　中山間地域の米や薪、
水等を備蓄する倉庫も試
作してみました。

＜防災備蓄倉庫の整備＞

　独居高齢者世帯が４割
以上となり、買い物対策
として、中山間地域の農
家と連携し、月１回の軽
トラ市を開催しています。

＜月１回の軽トラ市＞

島根県浜田市緑が丘団地の取組み
都市の団地にも「小さな拠点」
を創り、防災拠点としても近隣
の中山間地域の「小さな拠点」
との相互交流を進める可能性を
実証


